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1. 研究の目的 

1.1. 研究の背景 

道徳教育は，生産年齢人口の減少，グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等が進む中，社会

の変化に対応し，その形成者として生きていくことができる人間を育成する上で，重要な役割をも

っている。その要となる「特別の教科 道徳」（以下「道徳科」という。）において，子どもたちが

「どのように生きるべきか。」という問いをもち，より主体的に自分を見つめ，他者と関わり合いな

がら自分の生き方につての考えを深めていくために，道徳科授業を充実改善していく必要があると

考え，初年度研究を行った。  

初年度研究においては，「自分を見つめ，よりよい生き方についての考えを深める子ども」を育ん

でいくために，道徳科で育む資質・能力を整理し，自分を見つめ，よりよい生き方についての考え

を深める道徳科授業の捉えを明らかにすることで，授業創造の基本的な考え方を見いだした。  

まず，自分を見つめ，よりよい生き方についての考えを深める道徳科で育む資質・能力を表１の

ように整理した。次に，自分を見つめ，よりよい生き方についての考えを深める道徳科授業を「自

分を見つめて考えていきたい問いをもち，互いの多様な価値観を受容したり，自分の生活とつなげ

て考えたりしながら道徳的価値観を再構成し，よりよい自分の生き方についての考えを深める授業」

と捉えた。 

そして，このような道徳科授業を具体化するために，次の２つを重点にして学習指導を行った。  

【重点１】自分を見つめ，問いをもたせる働きかけの具体化  

【重点２】再構成した道徳的価値観を基に，よりよい自分の生き方についての考えを深めるための

働きかけの具体化 
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表１ 自分を見つめ，よりよい生き方についての考えを深める道徳科で育む資質・能力 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

道徳的価値
を自分の生活
との関わりで
理解すること 

 自分を見つめ，他者との関わりの中
で，多様な価値観を受容し，自らの体
験場面での内面と関係付けて類推し
ながら考え，表現しようとする力 

 自分自身のもつ心の葛藤を乗り越え
たり，道徳的価値の理解を深めたりしな
がら，主体的に，粘り強くよりよい生き
方を目指していこうとする態度 

 初年度研究を通した成果として，多様な価値観を前提に，自分の価値観と他者の価値観を比較し

ながら問題意識をもち，大切にしたい考えの理由を明らかにして交流することで，自分の生き方に

ついての考えを深めようとする子どもの姿が見られた。一方で，子どもによっては，自分の価値観

に固執してしまい，他者の価値観を受容したり，自分の生活とつなげて考えたりすることができな

いといった課題が見られた。この課題の要因としては，学習内容を設定する際に，日常生活でもつ

問いを想定した児童の実態分析を基に，指導内容の要点や教材と照らし合わせることが十分にでき

なかったこと，自分がこれから大切にしていきたい考えの理由を考えさせる際，子どもの経験や体

験場面での心情と結び付けて考えさせたり，友達と交流させたりする際の働きかけが十分でなかっ

たことであると整理した。 

これらの要因から，これまで以上に子どもが自分との関わりで問いをもち，他者と関わり合いな

がら自分なりのよりよい生き方についての考えを深める必要があると考えた。  

1.2. 研究の方向 

 自分を見つめ，よりよい生き方についての考えを深める道徳科授業では，これまでの自分を見つ

めたり，他者と関わったりしながら多様な考えに触れ，自分にとって大切にしたい考えやよりよい

生き方につながる考えなどを見いだし，自分の生き方についての考えを深めることができる子ども

を育てることを目指している。 

これまで以上に，子どもが自分との関わりで問いをもち，他者と関わり合いながら自分なりのよ

りよい生き方についての考えを深めるためには，まず，子どもがもつ自分なりに考えていきたい問

いが，観念的なものではなく，より自分事として捉えた切実感のある問いであることが重要である。

次に，自分事として捉えた切実感のある自分なりの問いを解決するために，一つの考えに固執する

のではなく，学び合う中で，他者の多様な価値観に触れることによって様々な視点から物事を考え，

自分の大切にしたい考えとして道徳的価値観を再構成していくことが必要である。そして，再構成

された道徳的価値観を基にして，「自分はこれからどう生きるのか。」，「何を大切にして生きるのか。」

といった自分の生き方についての考えを深めていくことにつなげることが大切である。  

そのためには，子ども自ら，自分にとって大切にしたい考えやよりよい生き方につながる考えを

見いだし，他者と共に考えるよさを実感することができるような授業改善を行うことが必要である。 

そこで，まず，子どもが自分との関わりで問いをもち，他者と関わり合いながら自分なりのより

よい生き方についての考えを深める姿を具体的に設定する。次に，子どもが，共によりよい生き方

について考えるよさを実感し，自分の生き方についての考えを深めることができる学習内容の設定

の考え方を明らかにし，自分を見つめ，よりよい生き方についての考えを深める道徳科授業を具体

化していく。 



永田・榊・上ノ町：自分を見つめ，よりよい生き方についての考えを深める道徳学習指導に関する開発的研究Ⅱ 

- 233 - 

2. 研究の内容 

2.1. 共によりよい生き方について考えるよさを実感する子どもの姿 

⑴ 共によりよい生き方について考えるとは 

 共によりよい生き方について考えるとは，自他共に調和的な生き方を目指し，「自分はこれ

からどう生きるのか。」，「何を大切にして生きるのか。」といった自分なりのよりよい生き方に

ついて，他者と関わり合いながら考えることである。 

共によりよい生き方について考えるためには，子どもが，人間としてよりよく生きる上で必

要な道徳的価値を自分事として感じたり考えたりする必要がある。その際は，他者と対話しな

がら多様な価値観に触れ，それらを受容することによって様々な視点から物事を考え，自分の

大切にしたい考えとして道徳的価値観を再構成し，よりよい自分の生き方についての考えを深

めていくことが大切である。 

⑵ 共によりよい生き方について考えるよさを実感する姿とは 

   共によりよい生き方について考えるよさを実感する姿とは，「○○するとき，□□な気持ちに

なるけど，☆☆を考えるといいと思うよ。」，「ＡさんやＢくん，Ｃくんの考えを聞いて，今ま

で気付かなかったことを考えることができたよ。」というように（図１），よりよい生き方につ

いての考えを自分との関わりで深めたり，他者との学び合いのよさを感じたりしている姿であ

ると捉えた。つまり，道徳的価値を自分との関わりで見つめることによって切実感のある問い

をもち，その問いを解決するために他者と学び合うことで，新たな問いをもったり道徳的価値

が自分にとって大切な理由を自分の経験から具体的に想起したりすることである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 共によいよい生き方について考えるよさを実感する子どもの姿  



鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要 第３０巻（2021） 

- 234 - 

2.2. 共によりよい生き方について考えるよさを実感する学習内容設定の基本的な考え方 

⑴ 共によりよい生き方について考えるよさを実感する学習内容とは 

以上を踏まえ，子どもが，共によりよい生き方について考えるよさを実感する学習内容とは，

自分との関わりで問いをもち，他者と学び合う中でよりよい自分の生き方についての考えを深

めることができるものでなければならないと考える。 

⑵ 共によりよい生き方について考えるよさを実感する学習内容の要件 

子どもが，他者と学び合う中で，よりよい自分の生き方についての考えを深めるためには，

道徳的価値を自分の経験や体験場面での心情と関係付けて，考えていきたい問いをもつことが

できる内容であることが重要である。また，多様な価値観が表出され，比較したり受容したり

することができるような内容であることも重要である。さらに，多様な価値観に触れながら，

よりよい自分の生き方についての考えを深めることができる内容が求められる。そこで，共に

よりよい生き方について考えるよさを実感する学習内容の要件として以下の３点を設定した。 

 ○ 自分との関わりで問いをもつことができる。 

 ○ 多様な価値観を比較したり，受容したりして考えることができる。  

 ○ よりよい生き方について，自分なりの考えを深めることができる。  

⑶ 共によりよい生き方について考えるよさを実感する学習内容を設定する手順 

子どもが，共によりよい生き方について考えるよさを実感する学習内容を図２の手順で設定

していく。まず，学習指導要領解説に示された指導内容の要点，望ましい生き方を支える見方・

考え方・感じ方（意義・心構え），望ましい実践を阻む心の弱さを分析する。次に，教材に含

まれる道徳的価値を分析（教材分析）したり，道徳的価値に対して，どんな思いや課題をもっ

ているのかを分析（児童の実態分析）したりする。さらに，指導の発展性や他の教育活動との

関連を考慮したり，実際の授業における指導過程を分析したりして，計画的・発展的な学習内

容を設定する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 共によいよい生き方について考えるよさを実感する学習内容設定の手順  
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⑷ 共によりよい生き方について考えるよさを実感する学習内容設定の重点 

   共によりよい生き方について考えるよさを実感するためには，以下の２つに重点を置き，学

習内容を設定していく必要があると考えた。 

ア 子どもが問いをもつ様相を視点にした実態分析について  

    子どもが，自分との関わりで問いをもつためには，教師が子どもの日常生活でもつ道徳的

な問いを具体化しておくことが必要である。そこで，一年次研究で明らかにした子どもが問

いをもつ様相の６つの視点を活用して，一単位時間の授業において，子どもが日常生活でも

つ問いを分析していく必要があると考えた。６つの視点で実態調査を行い，それらの結果か

ら子どもがもつ問いの傾向を分析する。そして，それまでに分析した指導内容や教材と実態

調査から分析した問いの関連性を考慮する。そうすることで，児童の実態に寄り添った，よ

り切実感のある問いを子ども自身がもつことができると考える。  

    また，自分が解決していきたい問いについて，子どもが日常生活を具体的に想起しながら

自分の生き方についての考えを深めるためには，学習を通して見いだした大切にしたい考え

から，再度自分の生活を見つめ直すことを意識できるようにすることが必要である。「どう

して〇〇が大切なのか。」という問いをもっていた子どもは，自分の価値観と他者の価値観

を比較したり，受容したりして，自分との共通点や差異点を明確にし，自分の生活を見つめ

直すことができる。その結果，「自分も△△なことがあったな。」という自分の生活経験を想

起し「△△な時に，□□な気持ちになったから，〇〇が大切なんだな。」といった自分の道

徳的価値観を再構成することができる。このように，子どもが自分の解決していきたい問い

をもち，自分が大切にしたい考えを見いだしながら自分の生活経験を想起できることで，よ

りよい生き方について考えるよさを実感できると考える。  

イ 多様な価値観を比較，受容しながら考える学び合う活動の分析について 

    子どもは，他者の価値観に触れることで，自分が考えたことのない視点から自分の問いを

考え直すことができたり，想起できていなかった自分の生活経験を思い起こすことができた

りする。そこで，子どもが，どのように互いの価値観を比較したり受容したりしていくのか

という学び合う活動の様相を具体的に分析しておくことが大切である。そうすることで，教

師の働きかけもより具体化でき，子どもが，他者の考えやその理由を聞いてみたくなり，他

者と共に考えるよさを実感し，自分が解決したい問いについての考えを深めていくことがで

きると考える。 

3. 研究の実際 

3.1. 第４学年 主題名「友達とのよりよい関係とは」における学習内容について 

 ⑴ 指導内容の要点の分析，教材分析，児童の実態分析 

まず，内容項目「友情，信頼」に関する指導内容と指導内容の要点を基に，本校において設

定している意義・心構え・心の弱さの３観点で分析する（表２）。次に，教材分析及び児童分

析を行う（表３）。    
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表２ 指導内容の要点の分析 

表３ 教材分析及び児童分析 

教材分析 児童分析 
ハンスは，デューラーの画家になるという夢

のために働き，仕送りをする。デューラーは，
ハンスのために寝る間も惜しんで勉強する。学
び終えたデューラーは，ハンスのもとへ帰るが，
筆の握れなくなった手に感銘を受け，絵に残す
という内容である。友達を信頼することが難し
いことに気付き，よりよい友達の在り方につい
ての考えを深めることができる教材である。 

本学級の児童は，活動範囲を広げつつ，自分
と考えや趣味の合った友達と仲間集団を作りな
がら仲よく助け合おうとしてきている。しかし，
自分の利害損得を考えてしまうことで，友達と
の関係を崩してしまうこともある。そこで，友
達と分かり合ったり信じ合ったりすることの大
切さを理解し，友達と互いに助け合おうとする
態度を育てる必要がある。 

 ⑵ 自分との関わりで問いをもち，よりよい生き方についての考えを深めるための分析 

   本学級の児童の実態を，子どもが問いをもつ様相の６つの視点で分析した（図３）。その結果，

子どもには，「友達とは，『何も言わなくても分かる関係』という人もいれば，『何でもしてあ

げられる関係』という人もいるのはなぜか。」「友達を信じることができる時とできない時があ

るのはなぜか。」といった問いが生まれていることが分かった。特に図３の下線部分に共通し

て見られる問いとして「どんな時でも友達を信じることができるか。」「友達より自分を優先し

てしまわないか。」といった問いがあることが分かった。したがって，どんな時でも友達と信

頼し合う関係性について考えていくことにした。 

 

 

 

 

 

 

図３ 「友情，信頼」において子どもが問いをもつ様相 

 低学年 中学年 高学年 

指導内容 
 友達と仲よくし，助け
合うこと。 

 友達と互いに理解し，
信頼し，助け合うこと。 

友達と互いに信頼し，学び
合って友情を深め，異性につ
いても理解しながら，人間関
係を築いていくこと。 

指導内容
の要点 

・仲よく活動することの
大切さを実感する。 
・友達と助け合ってよか
ったことを考える。 
・友達の気持ちを考える。 

・友達のよさを見つけ，
理解する。 
・友達とのよりよい関係
の在り方を考える。 
・助け合うことで，友達
の大切さを実感する。 

・互いに磨き合い，高め合う
関係を築いていく。 
・互いのよさを認めて，支え
合う。 
・異性に対しても互いのよさ
を認め合う。 

内
容
分
析 

意義 

・自他共に嬉しい。 
・仲よくなれる。 
・相手のことを，考える
ことができる。 

・自他共に嬉しい。 
・友達のよさが分かる。 
・信頼関係が深まる。 

・自他共に嬉しくなる。 
・信頼関係が深まる。 
・みんなが楽しく生活するこ
とができる。 

心構え 

・友達の気持ちを，よく
考える。 
・自分のことだけ考えない。 
・友達を信じる。 

・友達を信じぬこうとす
る気持ちをもつ。 
・信頼される行動をする。 
・友達のことをよく知ろ
うとする。 

・友達を信頼する。 
・友達の気持ちや立場を考え
て行動する。 
・よく考えて，正しく判断
する。 

心の 
弱さ 

・自己中心的な考え 
・好悪の感情 
・利害損得の感情 

・自分本位な考え 
・利害損得の感情 
・自己中心的な考え 

・羞恥心 
・利害損得の感情 
・思慮不足 
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 ⑶ 指導内容，教材と児童の実態の関連（下線は，関連する部分） 

表４ 指導内容，教材，児童の実態の関連 

 指導内容 教材 児童の実態 

意義 

・自他共に嬉しい。 

・友達のよさが分かる。 

・信頼関係が深まる。 

・やっぱり信じてくれてい
たんだ。 

・嬉しい。 

・友達と分かり合うと気持
ちがいい。友達と協力する
と，よりよいものがつくれ
るな。 

心構え 

・友達を信じぬこうとする
気持ちをもつ。 

・信頼される行動をとる。 

・相手のことをよく知ろう
とする。 

・デューラーも頑張ると信
じて自分も頑張ろう。 

・ハンスが待っていると信
じて寝る間も惜しんで頑張
ろう。 

・友達を信じてあげること
が大切だな。協力すること
が大切だな。 

心の 

弱さ 

・自分本位な考え。 

・利害損得の感情。 

・自己中心的な考え。 

・ハンスも少しくらいなら
遅くなっても許してくれる
だろう。 

・つらいから少しくらい休
もう。 

・自分が苦しい思いをして
いたら，友達のために動け
ないな。 

指導内容，教材分析，児童の実態分析をして見いだしたことを，再度照らし合わせることで，

より児童の実態に寄り添った学習内容の設定につながると考える（表４）。 

 ⑷ 指導の発展性，他の教育活動，指導過程の分析 

本時で，子どもに考えさせたい問いを指導の発展性，他の教育活動の視点から再度照らし合

わせる（表５）。本校では，第４学年で「友情，信頼」の内容を３回設定している。子どもは，

１，２回目まで，「相手を信頼すること」，「友達を理解するために大切な気持ちや考え」につ

いて学習してきた。そこで第３回では，図３の分析から見いだした，子どもが問いをもつ様相

にある「友達とのよりよい関係」について考えることで，友達を理解したり信頼したりするこ

との意義を感じながらも，「自分が苦しんでいる時でも助け合えるような関係性」もあること

に気付き，自分の日常生活における友達との関係性を見つめ直すことができると考える。さら

に，この学習は，第５学年第１回の「友情，信頼」主題名「友との絆」で，「友の肖像画」に

ついて考える学習へと発展していく。 

表５ 本校における第４学年及び第５学年の「友情，信頼」の系統性 

回数 実施時期  主題名，教材名 学習内容 指導過程 他の教育活動 

第１回 ６月 

主最高の仲間 

教なみだと笑顔の 

なでしこジャパン 

（学研教育みらい） 

相手を信頼すると
は，どういうことかを
考える。 

価値理解に
重点 

・係活動 

・縦割り通子会 

・朝のボランティア
活動 

第２回 10 月 
主思い合う友達 

教泣いた赤おに 

（学研教育みらい） 

友達のことを理解す
るためには，どのよう
な気持ちや考えが大切
かを考える。 

心の葛藤 

・集団宿泊学習 

・話合い活動 

・ぼくたちのハンド
ボール（体育） 

第３回 １月 

主友達とのよりよ
い関係とは 

教いのりの手 

（学研教育みらい） 

友達とのよりよい関
係とは，どのような関
係なのかを考える。 

価値理解に
重点 

・音楽発表会 

・友達といっしょに
（図画工作） 

第５学年  

第１回 
６月 

主友との絆 

教友の肖像画 

（学研教育みらい） 

どんな時でも，友達
を信頼することの大切
さについて考える。 

価値理解に
重点 

・大運動会 

・委員会活動 
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 ⑸ 第４学年 主題名「友達とのよりよい関係とは」における学習内容 

   ⑴から⑷の手順を踏まえ，以下のような学習内容を設定した。  

○ 「友達とよりよい関係をつくるには，どうしたらよいのだろう。」，「よりよい友達関係と

はどのようなものだろう。」といった自分の経験と関係付けた切実感のある問いをもつこと

ができる。 

○ 「友達なら信じ続けるべき。」「自分が苦しいときには，自分のことを考えてしまう。」とい

った多様な価値観を比較したり，受容したりしながら「相手を信じたり，自分が信じられる

行動をとったりすることが大切だ。」といった自分にとって大切な考えを見いだすことがで

きる。 

○ 「自分は考えたことが無いほどの友達関係もあるのだな。」「自分も疑う必要のない友達関

係をつくりたいな。」といった自分の経験を想起しながらよりよい自分の生き方についての

考えを深めることができる。 

3.2.第４学年「友達とのよりよい関係とは」（友情，信頼）における実践 

 ⑴ ねらい 

ア  友達と互いに理解し，信頼し，助け合うことについて，「友達を信じぬこうとする気持ち

をもつ」「信頼される行動をする」「共に嬉しくなる」などの意義や心構えの大切さについて，

自分の生き方との関わりを通して理解することができる。  

イ  友達と互いに理解し，信頼し，助け合うことに関わる見方・考え方・感じ方を他者との関

わりの中で，自らの体験場面での内面と関係付けて類推しながら考え，表現することができ

る。 

ウ  友達と互いに理解し，信頼し，助け合うことに関わる自分自身の生き方を見つめ，友達と

信頼し合って助け合うことの大切さを理解し，それらを守っていこうとする気持ちを高める

ことができる。 

 ⑵ 本時の実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 本時の実際① 

自
分
と
の
つ
な
が
り
で
問
い
を
も
つ 

友達の関係と友達とのよりよい関係ってどういう違いがあるかな。 

 

友達とのよりよい関係とは，どのような関係だろう。 

子どものもつ問い 

 けんかしても仲直
りできるかどうかだ
と思うけど，少し難し
いな。 

目だけで気持ちが通
じる関係かどうかだと
思うけど，よく分からな
いな。 
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図５ 本時の実際② 
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より友達思いだと思うのはどちらだろう。 

・自分の夢をあきらめてまで，
友達を助ける方がすごいな。 
・いつ帰って来るか分からな
いのに，信じて待ち続けてい
るのがすごい。 

・二人とも，お互いのことを考えて行動している。 
・差をつけるのは難しいと思うな。 

【どちらとも】 

 

・友達のために，寝ずに勉
強をするなんて，僕にはで
きないな。 
・友達の手を見て涙を流し
ているよ。 

【デューラー】 

 

【ハンス】 

 

ハンスの方がす
ごい。自分のこと
より友達のことを
思っているから。 

デューラーもすごい
と思うよ。約束を守るこ
とは，友達のことを思っ
ているってことだよね。 

教材文「いのりの手」についての感想 

どちらの方が友達のことを思っているのだろう。 

 

  

 でも，どちらも深く友達のことを考えていないと相
手のために何かしようとは思わないのではないかな。 

確かに，寝ずに勉強す
る姿も自分よりも友達の
ことを考えているから友
達思いかもしれない。 

 

でも，自分が苦しい
時に友達のことを最優
先に考えられるかは難
しいのではないかな。 

友達とのよりよい関係とは，友達のことをよく
知ったうえで，信頼し合える関係だと思うな。 

再構成された道徳的価値観 

片方だけが友達思いで，よりよい関係と言えるのだろうか。 

 自分も友達も信
頼し合えていれば
言えると思うな。 

価値観を比較したり受容したりして生まれた問い 

 お互いのよさを知
っている関係が大切
なんじゃないかな。 

片方だけで友達思いと言えるのかな。 

自
分
の
よ
り
よ
い
生
き
方
に 

つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る 

 宿泊学習の登山で，友達がリ
ュックサックを持ってくれた
時，その友達の優しさを知って
仲良くなれた。だから，相手の
よさを知ることが大切だよ。 

今日学んだことは，これからの生活の中でどんな時に生かせそうかな。 

自分は，ここまで友達のこ
とを深く考えたことはない
けれど，○○さんの考えを聞
いて，信じ合える関係をつく
ることが大事だと思う。 
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3.3.考察 

児童の実態調査を，子どもが問いをもつ様相の視点で分析したことで，より児童の実態に寄り添

った学習内容を設定することができた。また子どもが日常生活でもつであろう問いを設定したこと

で，「よりよい友達関係について考えたこともないな。どんな関係がよいのだろう。」といった自分

の経験を想起した切実感のある問いをもち，多様な価値観を比較したり受容したりしながら学び合

う姿が見られた。さらに，子どもの振り返りのように「宿泊学習の登山でリュックサックを持って

もらった。」といった経験と「相手のよさを知ることが大切だ。」といった再構成した道徳的価値観

を関係付けながら，共によりよい生き方についての考えを深める子どもの姿が見られた。  

4.研究のまとめ 

4.1.研究の成果 

 ○ 道徳的価値を自分との関わりで捉え，自分なりの考えていきたい問いをもち，道徳的価値に

対する多様な価値観を受容して考えを深めたり，比較して新たな問いを見いだしたりする姿が

見られた。 

 ○ 大切にしたい考えを交流する中で，自分がこれからの生活の中で大切にしていきたい考えの

理由を具体的に想起しながら，考えていきたい問いに対する自分なりの考えを生活経験と照ら

し合わせて振り返る姿が見られた。 

4.2.研究の課題 

 ○ 児童の実態に寄り添った発問設定や学び合う活動といった指導方法を工夫することで，子ど

もが，自分の生き方についての考えをより深めていくことができると考える。 

 ○ 授業実践から，教師の指導を振り返る視点を明確にし，自分を見つめ，よりよい生き方につ

いての考えを深める道徳科授業を充実させていく必要がある。  

 

付記 

 本報告は，鹿児島大学教育学部附属小学校令和元年度研究紀要で発表した研究内容等に基づき，

その研究成果をまとめたものである。 

 


